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	倉敷ふれあい教室　対面指導
	令和８年度版
	真備教室
	倉敷教室
	水島教室
	玉島教室
	児島教室
	お子さん・保護者の方の声
	○　最初は「大丈夫かな。」と思いながらふれあい教室に行きましたが、みんなが優し 　くて話しやすかったので、「仲良くできそうだ。ここなら通える。」と思いました。
	○　ふれあいスポーツ大会や参観日などにも挑戦できました。受験に向けて勉強を頑張 　って、学校のテストも受けられるようになりました。
	○　本人が新たな環境や生活へ「チャレンジしてみる！」と前向きな気持ちになれたの 　も、ふれあい教室での人との関わりの中で、様々な経験をすることができたおかげだ 　と思います。
	　　お問い合わせ先 　　　倉敷市教育委員会　倉敷教育センター 　　　TEL：086-454-0400


	倉敷ふれあい教室　対面指導
	　学校には行きづらいが、外出は比較的自由にできる小学生や中学生（義務教育学校の児童生徒を含む）を対象に、対面での相談や集団活動を通して、学校への復帰や社会的な自立を目指した指導・支援を行います。
	指導の方針 「５つのつくり」

	入室までの流れ
	学校に相談
	・　利用の希望がある場合は、学校にご連絡ください。
	・　お子さん・保護者の方と打合せをします。 ・　お子さんの様子、好きなことなどについて、お話を伺います。

	打合せ①
	打合せ②
	・　通室する日などについて、ご相談します。

	体験入室スタート（５週間）
	打合せ③
	正式入室
	・　正式入室に向けて、目標などをご相談します。


	活動例
	月曜日～金曜日（決めた曜日に通室することになります。）
	通室日
	９：３０～１５：００（水曜日と木曜日は１３：００までです。）

	時間
	・　中学生は基本的に自力通室（徒歩や自転車、バスなど）です。 ・　小学生は保護者の送迎が必要です。



